
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
殻体を備え、前記殻体には上蓋が設けられ、前記上蓋には手動機構および空気駆動吸気機
構が設けられ、前記手動機構は胴体を有し、前記胴体の頂端部および底端部は前記上蓋ま
たは殻体底部で密封され、前記胴体の内部にはピストンが設けられ、前記ピストンは前記
上蓋から突出するハンドルを有し、前記殻体の内部の前記胴体の外側には儲油空間が設け
られ、使用者が前記ハンドルを上下に引き、前記ピストンを上下移動するとき、前記儲油
空間の空気は前記胴体に吸い込み排出され、オイルが前記儲油空間に吸い込まれ、
前記上蓋はさらに軸方向に前記上蓋を貫通し前記儲油空間と連通されている吸気穴を有し
、気体が前記吸気穴と前記空気駆動吸気機構の内部で流通するように前記空気駆動吸気機
構は前記吸気穴と対応し、前記吸気穴の内部には閉鎖装置が設けられ、空気駆動方式で前
記オイルが圧送されるとき、前記閉鎖装置はオープン状態であり、前記吸気穴と前記儲油
空間は連通され、前記空気駆動吸気機構により前記儲油空間の内部の空気は吸い上げられ
、前記オイルは前記儲油空間に吸い込まれ、手動方式で前記オイルが圧送されるとき、前
記閉鎖装置はクローズ状態であることを特徴とするオイル圧送装置。
【請求項２】
前記閉鎖装置は、自動的にクローズ状態またはオープン状態に切り換えられ、前記閉鎖装
置は収容部品および玉を有し、前記収容部品には下方向に直径が縮小され、前記収容部品
を貫通している円錐穴を有し、前記玉は前記円錐穴の内部に収容され、前記玉の直径は前
記円錐穴の一端の直径より大きく、前記玉は自重により前記円錐穴を閉塞し、空気駆動方
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式で前記オイルが圧送されるとき、前記玉が所定の位置に吸い上げられ、前記吸気穴と前
記儲油空間は連通されることを特徴とする請求項１記載のオイル圧送装置。
【請求項３】
前記上蓋は、空気流入通路を有し、前記空気流入通路により前記儲油空間と前記胴体の内
部は連通され、前記上蓋には前記空気流入通路と対応する片方向空気流入弁が設けられ、
手動方式で前記オイルが圧送されるとき、前記儲油空間の気体は前記片方向空気流入弁お
よび前記空気流入通路を経由し前記胴体の内部に流入し、前記片方向空気流入弁には浮き
玉が設けられ、前記オイルが前記空気流入通路に流入することを防止するため、前記浮き
玉は前記片方向空気流入弁を閉鎖し、前記空気駆動吸気機構には圧力源と連接されるスウ
ィッチが設けられていることを特徴とする請求項１記載のオイル圧送装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オイル圧送装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図７に示すように、従来の手動オイル圧送装置は、儲油タンク（７）を有し、儲油タンク
（７）の上蓋（７１）および下蓋（７２）は直立の胴体（８）と連通されている。胴体（
８）にはピストン（８１）が設けられ、ピストン（８１）のピストンロッド（８２）は儲
油タンク（７）の上蓋（７１）から突出し、使用者に操作されるハンドル（８３）を有す
る。
【０００３】
上蓋（７１）は空気流入通路（７１１）を有し、空気流入通路（７１１）は儲油タンク（
７）の儲油空間（７３）および胴体（８）の内部と連通されている。上蓋（７１）の空気
流入通路（７１１）と対応する空気流入穴（７１２）には片方向空気流入弁（７１３）が
設けられ、片方向空気流入弁（７１３）には浮き玉（７１４）が設けられている。下蓋（
７２）には片方向リリーフ弁（７４）が設けられ、片方向リリーフ弁（７４）は胴体（８
）の内部に配置されている。
【０００４】
使用者がハンドルを握り、上方向にピストン（８１）を引き上げると、ピストン（８１）
の上方の空気は吸引され、ピストン（８１）の下方に流動される。使用者がピストンロッ
ド（８２）を逆方向に押さえ、ピストン（８１）を下げるとき、ピストン（８１）の下方
の空気は片方向リリーフ弁（７４）を経由し排出される。このとき、ピストン（８１）の
上方の空気圧が低下するため、儲油空間（７３）の空気は片方向空気流入弁（７１３）を
経由し胴体（８）に流入し、オイルが吸油管を経由し儲油空間（７３）に流入する。
【０００５】
したがって、使用者が上下にピストンロッド（８２）を引くと、オイルタンクの内部のオ
イルは儲油タンク（７）に吸い上げられる。儲油タンク（７）のオイルが一定のレベルに
達すると、浮き玉（７１４）が浮き、片方向空気流入弁（７１３）を閉鎖し、オイルの胴
体（８）への流入を防止する。
【０００６】
しかしながら、オイル圧送装置は手動方式でオイルを圧送するため、大きな労力および多
くの時間が必要であるため、不便である。
【０００７】
図８および図９に示すように、手動空気駆動両用のオイル圧送装置は、儲油タンク（９）
に空気駆動吸気機構（９１）が設けられている。空気駆動吸気機構（９１）は空気コンプ
レサーと連接される。空気コンプレサーが起動されると、儲油タンク（９）の内部の空気
は吸出され、オイルが吸油管（９３）を経由し儲油タンク（９）の内部に吸い込まれる。
手動方式でオイルが圧送されるとき、空気駆動吸気機構（９１）は取り出されなければな
らない。
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【０００８】
また、儲油タンク（９）には手動機構（９２）が設置される必要であるため、不便である
。さらに、取り出した部品の収納空間が必要であるため、紛失または保管場所を忘れる恐
れがあり、部品が頻繁に遺失される。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のオイル圧送装置は下記の欠点を有する。
（イ）図７に示す従来の手動オイル圧送装置は、手動方式でオイルが圧送されるため、大
きな労力および多くの時間が必要であり、不便である。
【００１０】
（ロ）図８および図９に示す従来の手動空気駆動両用のオイル圧送装置は、手動方式でオ
イルが圧送されるとき、空気駆動吸気機構（９１）を取り出す必要がある。また、儲油タ
ンク（９）には手動機構（９２）が設けられる必要があるため、不便である。さらに、取
り出した部品の収納空間が必要である。このため、紛失または保管場所を忘れる恐れがあ
り、部品が頻繁に遺失される。
そこで、本発明の目的は、手動方式と駆動方式とを容易に変換できるオイル圧送装置を提
供することにある。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
本発明の請求項記載のオイル圧送装置によると、殻体を備え、殻体には上蓋が設けられて
いる。上蓋には手動機構および空気駆動吸気機構が設けられ、手動機構は胴体を有する。
胴体の頂端部および底端部は上蓋または下蓋で密封されている。胴体の内部にはピストン
が設けられ、ピストンは上蓋から突出するハンドルを有する。殻体の内部の胴体の外側に
は儲油空間が設けられている。
【００１２】
ハンドルが上下に引かれ、ピストンが上下移動されるとき、儲油空間の空気は胴体に吸い
込まれ、オイルが儲油空間に吸い込まれる。上蓋はさらに軸方向に上蓋を貫通し儲油空間
と連通されている吸気穴を有する。気体が吸気穴と空気駆動吸気機構の内部で流通するよ
うに空気駆動吸気機構は吸気穴と対応している。吸気穴の内部には閉鎖装置が設けられて
いる。
【００１３】
空気駆動方式でオイルが圧送されるとき、閉鎖装置はオープン状態であり、吸気穴と儲油
空間は連通され、空気駆動吸気機構により儲油空間の内部の空気は吸い上げられ、オイル
が儲油空間に吸い込まれる。手動方式でオイルが圧送されるとき、閉鎖装置はクローズ状
態である。
【００１４】
上蓋に空気駆動吸気機構と手動機構と切り換え可能な閉鎖装置とが設置されているため、
オイルの圧送方式が変更されるとき、部品の変更または取り出しが不要であり、オイルの
圧送方式の変更は快速であり、便利である。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００１６】
図１から図６に示すように、本発明の一実施例によるオイル圧送装置によると、殻体（１
）を有し、殻体（１）には上蓋（１１）および殻体底部である下蓋（１２）が設けられて
いる。吸油管（１４）が上蓋（１１）の吸油管座（１５）に連接され、上蓋（１１）には
手動機構（２）および空気駆動吸気機構（３）が設けられている。空気駆動吸気機構（３
）は直立の胴体（２１）を有し、胴体（２１）は殻体（１）の内部に設けられ、頂端部お
よび底端部が上蓋（１１）または下蓋（１２）で密封されている。
【００１７】
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殻体（１）の内部の胴体（２１）の外側には儲油空間（１３）が形成されている。胴体（
２１）の内部にはピストン（２２）が設けられ、ピストン（２２）には上蓋（１１）を突
出するピストンロッド（２３）が設けられている。ピストンロッド（２３）には使用者に
握られるハンドルが設けられている。
【００１８】
上蓋（１１）は空気流入通路（１６）を有し、空気流入通路（１６）により儲油空間（１
３）と胴体（２１）とは連通されている。上蓋（１１）には空気流入通路（１６）と対応
する片方向空気流入弁（２６）が設けられ、片方向空気流入弁（２６）には浮き玉（２７
）が設けられている。
【００１９】
浮き玉（２７）は片方向空気流入弁（２６）を閉鎖することができ、オイルの空気流入通
路（１６）への滲入を防止する。下蓋（１２）には胴体（２１）の内部と対応する片方向
リリーフ弁（２８）が設けられている。
【００２０】
上蓋（１１）は軸方向に上蓋（１１）を貫通する吸気穴（３１）を有し、吸気穴（３１）
は儲油空間（１３）と連通されている。空気駆動吸気機構（３）は吸気穴（３１）の頂端
部に対応するように設置され、空気駆動吸気機構（３）の内部のパイプ（３２）は吸気穴
（３１）と連通されている。気体がパイプ（３２）と吸気穴（３１）との間で流通される
。
【００２１】
空気駆動吸気機構（３）は一端が周知の空気コンプレサーと連接され、他端が排気穴（３
３）を有する。空気駆動吸気機構（３）には空気コンプレサーと対応するスウィッチ（３
７）が設けられ、スウィッチ（３７）により空気駆動吸気機構（３）の内部のパイプ（３
２）と空気コンプレサーとの連通が制御される。
【００２２】
吸気穴（３１）の内部には閉鎖装置（３４）が設けられ、閉鎖装置（３４）は収容部品（
３４１）および塞ぎ体（３４２）を有する。塞ぎ体は玉（３４２）であり、収容部品（３
４１）は下方向に直径が縮小している円錐穴（３４３）が貫通している。玉（３４２）の
直径は円錐穴（３４３）の一端の直径より小さく、円錐穴（３４３）の他端の直径より大
きい。
【００２３】
このため、玉（３４２）は自重により円錐穴（３４３）に落ち込み、円錐穴（３４３）を
閉塞する。したがって、儲油空間（１３）と吸気穴（３１）とは連通されない。空気駆動
吸気機構（３）は吸気穴（３１）の内部に玉（３４２）を阻む阻み部品（３５）が設けら
れている。阻み部品（３５）が玉（３４２）を阻むとき、空気が吸気穴（３１）からパイ
プ（３２）に流入される。
【００２４】
使用者が手動方式でオイルを圧送するとき、手動機構（２）のハンドル（２４）が握られ
、上下にハンドル（２４）が引かれ、儲油空間（１３）の内部の空気が片方向空気流入弁
（２６）および空気流入通路（１６）を経由し胴体（２１）に流入され、片方向リリーフ
弁（２８）から排出される。
【００２５】
儲油空間（１３）はマイナス気圧状態であるため、オイルは吸油管（１４）を経由し儲油
空間（１３）に流入する。儲油空間（１３）の空気圧が低下し、マイナス空気圧が形成さ
れると、玉（３４２）は下方向に吸引され、円錐穴（３４３）を密閉する。閉鎖装置（３
４）は自動的にクローズ状態になり、吸気穴（３１）は儲油空間（１３）と連通されず、
空気洩れは防止される。したがって、使用者は容易に手動方式でオイルを圧送することが
できる。
【００２６】
図５に示すように、空気駆動方式でオイルが圧送されるとき、空気駆動吸気機構（３）が
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空気コンプレサーに連接され、スウィッチ（３７）がオンにされ、空気コンプレサーが起
動される。空気コンプレサーにより高圧気体が空気駆動吸気機構（３）に注入される。高
圧気体が吸気穴（３１）の頂端部を通過するとき、吸気穴（３１）の内部の空気はサイホ
ン作用で吸引され、玉（３４２）が上方向に吸い上げられる。
【００２７】
閉鎖装置（３４）は自動的にオープン状態になり、玉（３４２）と円錐穴（３４３）の内
壁との間には空気流通空間（３６）が形成される。儲油空間（１３）の空気は空気流通空
間（３６）を経由し吸引され、マイナス空気圧が形成されるため、オイルが吸油管（１４
）を経由し儲油空間（１３）に流入される。したがって、オイルは圧送される。
【００２８】
玉（３４２）は上方向の所定の位置に吸い上げられると、阻み部品（３５）に阻まれるた
め、気体に吸い上げられることが防止されている。
オイル圧送装置には空気駆動吸気機構および手動機構が設置されているため、使用者は環
境または設備により方式を選択し、オイルを圧送することができる。手動方式から空気駆
動への変換または空気駆動から手動方式への変換は、閉鎖装置が自動的にオープン状態ま
たいはクローズ状態に切り換えられるため、従来のオイル圧送装置のように部品を取り出
す必要がなく、非常に便利である。
【００２９】
オイルの圧送方式を変更するとき、部品を一切取り出す必要がないため、部品の遺失の心
配がなく、コストを低減でき、非常に便利である。
空気駆動吸気機構（３）および手動機構（２）は上蓋（１１）に設置されているため、オ
イル圧送装置の体積は増加しない。吸油管座（１５）が取り出されると、殻体（１）の内
部のオイルは外方向に傾けられるため、非常に便利である。
【００３０】
上蓋（１１）に空気駆動吸気機構（３）と手動機構（２）と切り換え可能な閉鎖装置（３
４）とが設置されているため、オイルの圧送方式が変更されるとき、部品の変更または取
り出しが不要であり、オイルの圧送方式を変更は快速であり、便利である。
【００３１】
本発明は多数の変化が可能あり、閉鎖装置（３４）は空気駆動吸気機構（３）と対応する
上蓋（１１）の吸気穴（３１）の内部に手動制御弁が設置されている。手動制御弁がオー
プン状態であるとき、吸気穴（３１）と儲油空間（３１）は連通され、使用者は空気駆動
方式でオイルを圧送できる。手動制御弁がクローズ状態に切り換えられると、吸気穴（３
１）と儲油空間（３１）は連通されないため、使用者は手動方式でオイルを圧送できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例によるオイル圧送装置を示す斜視図である。
【図２】図１をＩＩ―ＩＩ線で切断した断面図である。
【図３】図１をＩＩＩ―ＩＩＩ線で切断した断面図である。
【図４】本発明の一実施例によるオイル圧送装置の閉鎖装置を示す断面図である。
【図５】本発明の一実施例によるオイル圧送装置の閉鎖装置を示す断面図である。
【図６】本発明の一実施例によるオイル圧送装置を示す断面図である。
【図７】従来のオイル圧送装置を示す断面図である。
【図８】従来のオイル圧送装置を示す斜視図である。
【図９】従来のオイル圧送装置を示す斜視図である。
【符号の説明】
１　　殻体
２　　手動機構
３　　空気駆動吸気機構
１１　　上蓋
１２　　下蓋
１３　　儲油空間
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１６　　空気流入通路
２１　　胴体
２２　　ピストン
２４　　ハンドル
２６　　片方向空気流入弁
２７　　浮き玉
３１　　吸気穴
３４　　閉鎖装置
３６　　空気流通空間
３７　　スウィッチ
３４１　　収容部品
３４２　　玉
３４３　　円錐穴
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